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研究成果の概要（和文）：本研究成果は、従来のキーワード検索を主とする博物館等のホームページに不足していた属
性情報とその関連を検索する機能を増築したことである。そしてその機能を広く利用してもらうとともに、研究者自ら
も研究論文を執筆した。これまで存在が知られていなかった浮世絵、またせりふ正本の発見にもつながり、せりふ正本
の文言を詳細に調査することによって、初摺と一部再刻再版があることも判明した。

研究成果の概要（英文）：The study of Ukiyo-e Data Base : Early Ukiyo-e
This data base chooses the item for analyzed classification, designates the condition value as its item 
and searches for ukiyoe beforehand.The difference with the free word search is the point that the item 
for the classification picked out by an analysis of the dater structure is designated.The study of 
Ukiyo-e, using this data base, it was written.It was opened on the Web site because I had many people 
use.

研究分野： 近世文学
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１． 研究開始当初の背景 
 研究開始当初のデータベースは、検索に不
備不足があった。 
 
（１）従来の博物館ホームページは、キーワ
ード検索は可能であるが、属性情報とその関
連を検索できる機能がなかった。 

 
（２）従来の研究は、多分野を跨り、調査・
研究を行う際に文献調査を行い、文章から情
報を絞り込むのに非常に手間がかかった。 
 
（３）従来は所蔵する博物館などのサイトを
跨いで検索するのに手間がかかった。 
 
 
２． 研究の目的 
 研究の目的は「浮世絵の属性情報のデー
タベース化」とそれを利用した研究論文等
の執筆である。データベース構築の目的は
以下の通りである。 
 
（１）アナログ情報としての図版に含まれる、
属性情報を特定しデジタル化する事で、属性
情報とその起源となる情報（エンティティ
ー）の関係性をデータベース化する。 
 
（２）研究者が都度、図版を読み解くことな
く、予め調査・分析された情報を基に目的と
する調査・研究を効率的に行えるようにする。 
 
（３）「薄物正本」「せりふ正本」との繋がり
を特定し、役者絵の分析手段を充実させる。 
 
（４）Web 上で公開して、各種の属性情報か
ら検索可能にする。 
 
（５）資料分野が異なる「薄物正本」「せり
ふ本」と浮世絵（役者絵）との関係をデータ
ベース化する。 
 
 
３． 研究の方法 
（１）浮世絵に含まれる属性情報を特定し、
その起源となる情報（エンティティー）との
関係、またはエンティティー同士の関係を正
規化手法で整理して、リレーショナルデータ
ベースに格納する。 
 
（２）「薄物正本」「せりふ正本」を調査して、
役者絵との関連をデータベースに格納する。 
 
（３）海外の美術館・博物館を訪問すること
によって、浮世絵の調査及び学芸員との情報
交換を行い、相互の研究を充実させる。 
 
 
 
４． 研究成果 

（１）初期役者絵に関して、絵師・版元・役
者・薄物正本・せりふ正本等のエンティティ
ーとの関連をデータベースに格納した。 

 
（２）ホームページからデータベースを検索
可能にした。 
 
（３）検索結果から所蔵機関の該当所蔵物ペ
ージにリンクをはり、呼び出せるようにした。 
 
（４）データ―ベースを利用して研究論文
（「江戸の長ぜりふ―享保期の役者絵とせり
ふ正本に注目してー」『図説江戸の「表現」
浮世絵・文学・芸能』所収）を執筆した。 
 
（５）ホームページ過去一年間のアクセス数
の推移は以下の通りで、DBの利用状況が確認
できる。 
 

（６）データベース設計（ERD）は次の通り
である。 
 

 



（７）検索条件指定ページは次の通りである。 
 

 
 

（８） 検索結果画面は次の通りである。 

 
（９）所蔵機関の該当所蔵物ページ（リンク）
を呼び出し結果は次の通りである。 

 

 
 

（１０）研究者の入力画面（ローカル）は次
の通りである。 
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